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日本文化体験
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　２月１日（土）、南さつま市主催の「外国人技能実習生による南さつ
まの魅力発見！事業」の共催事業として、ボランティアの方々の協力
のもとで「日本文化体験」を実施しました。朝から生憎の天気でしたが、
大浦の有木自治会の有志による餅つき体験や美味しい食事を囲んでの
交流に楽しい時間を過ごしました。
　午後からは、会場を南さつま市防災センター（あんぼう）に移し、
折り紙、生け花、着付けを体験しました。
　参加した市内に居住する外国人技能実習生26名（ベトナムやインド
ネシア）は、なかなか触れる機会の少ない日本文化に触れ、笑顔の絶
えない一時を過ごしていました。
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　１月２６日（日）、恒例となっている
「ふくし弁当づくり」を実施しました。
　今年は、金峰町にお住いの９１歳以上
のお一人暮らしの方４５名へお届けしま
した。
　当日は、金峰地域の食生活改善推進員
１４名にご協力いただき、ふくし弁当を準備。手際よく調理、
盛り付けをしてくださいました。（※写真は１３名）
代表の下拾石さんは、「天気が良く、みなさん外に出て畑仕事
などをされていて、とてもお元気そうでした。」「お届けした
際に皆さまから、感謝の言葉を頂きました。それがこの活動の
一番のやりがいです。」と、とても嬉しそうに話されました。

　２月１５日（土）から開催された県下一周駅伝の初日と２日目に、毎年恒例の接待ボランティ
アをボランティア連絡会の会員により実施しました。
　初日のゴール・2 日目の出発地点となる市役所前の特設テント内において、声援を送る住民の
方や選手への労いの熱い気持ちを込めた、温かいお茶や手作りのふくれ菓子、ぼたもちやお漬物
などによるおもてなしを、手にした選手や応援にきた方からは、「おいしかった」「ありがとう」
などの言葉が聞かれました。
　寒い中、ボランティアに参加いただいた会員の皆さま、県下一周駅伝に花を添えていただきあ
りがとうございました。



03

　１月２６日（日）、恒例となっている
「ふくし弁当づくり」を実施しました。
　今年は、金峰町にお住いの９１歳以上
のお一人暮らしの方４５名へお届けしま
した。
　当日は、金峰地域の食生活改善推進員
１４名にご協力いただき、ふくし弁当を準備。手際よく調理、
盛り付けをしてくださいました。（※写真は１３名）
代表の下拾石さんは、「天気が良く、みなさん外に出て畑仕事
などをされていて、とてもお元気そうでした。」「お届けした
際に皆さまから、感謝の言葉を頂きました。それがこの活動の
一番のやりがいです。」と、とても嬉しそうに話されました。

　２月１５日（土）から開催された県下一周駅伝の初日と２日目に、毎年恒例の接待ボランティ
アをボランティア連絡会の会員により実施しました。
　初日のゴール・2 日目の出発地点となる市役所前の特設テント内において、声援を送る住民の
方や選手への労いの熱い気持ちを込めた、温かいお茶や手作りのふくれ菓子、ぼたもちやお漬物
などによるおもてなしを、手にした選手や応援にきた方からは、「おいしかった」「ありがとう」
などの言葉が聞かれました。
　寒い中、ボランティアに参加いただいた会員の皆さま、県下一周駅伝に花を添えていただきあ
りがとうございました。



05

　令和6年 12月 15日（日）「ボランティアひまわり」
のメンバーで「くじら館」の花壇に金魚草、パンジー、
ビオラなど色とりどりの花植えを行いました。
　地域の方や町内外から訪れる方々の目を楽しませ
てくれました。今後も、活動を継続することで社会
参加の機会や活動機会、地域貢献に繋げていければ
と思います。
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食堂について、フードドライブについて」と題して講話
をいただき、鹿児島県内の子ども食堂などの取り組み状
況やフードドライブについての説明がありました。
　最後は、現役の高校生で１回目のみの参加者からの質
問で今後企画しようとしている「高校生活のための交流
会の開催方法」について、参加者の皆さんから意見やア
ドバイスを聞く形での意見交換を行いました。年代を問
わず自分以外の誰かを思いやり、行動に移す気持ちの大
切さを感じる会となりました。

　１回目の１月３０日（木）は、はじめに「生活支援助け合い活動とは？どんな生活支援活動があ
る？」として、担当コーディネーターから事業の取り組みについて説明があり、次にかごしまこど
も食堂・地域食堂ネットワーク事務局スタッフで南さつま市出身の神野友美氏をお招きし「子ども

　3 回目の２月１９日（水）は、事前に参加予定者の方から協議してもらいたいことを募集した中
から「フードドライブ」と「移動支援」について、グループ協議を行いました。
　「フードドライブ」の協議では、できる体制づくりをして欲しいとの意見があり、「移動支援」に
ついては、喫緊の課題でもあることから熱を帯び
たグループ協議となりました。
　また、地域の課題を見つけた時は誰に相談して
解決していくかとの問いには、生活支援体制整備
事業などにより、地域づくりの理解を深め、活動
が浸透した取り組みになるよう期待しており、こ
の活動の主体は住民と共にあってほしいとの意見
なども出されていました。
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